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*

吉

•阪

俊

藏

_ 

,

改

正

X

場

法

.
論

「

勞
働
者
保
讓
法
が
資
本
家
の
福
利
施
設
及
び
勞
働
者
の
自
助
運
動
^

梠
俟
0

て
、勞_

1

の
改
善
に
觖
く
ベ
か
：
 

ら
ざ
ふ
こ
も
は
云
ふ
迄
も
なi

」

。我
國
に
於
て
は
維
新
以
後
新
1;

業
制
度
を
移
入
：じ
て.
朱

^
激

何

も

經

過

せ

ざ

る

明 

治

十

豇

，年

取

上

6

1 1

に
»

_

の
法
規
を
制
定
龟
が
ビ
す
る
遯
1!
/

が

生

じ

だ

の

方

ぁ

；る

^

'

不

幸

.に

し

で

諧

般

の

事

愦 

に
：妨

げ

ら

れ
^

容
舄
に
實
现
せ
ら
れ
す
、.

歲
月
を
經
過
す
る
こ
€

三
十
個
部
"

明
治
四.
十

四

#

に
至
つ
て
漸
く
多
ハ
ヰ 

の

廳

案

た

々

し

エ

場

法

の

.制

淀

を

見

ゐ

:^

至
:0

た

の

ヤ

ぁ

、る
。

/

然

じ

乍6

此

エ

場

法

し
て

‘

我
國.

に.

於
け
る

*

初
の
齔
會
政
策
立
法
の
名
に
副
は
ざ
々
も
の
で
ぁ
つ
/ 2

が
、
其
施
行
は

«

^

五
個
部
を
空. 

«

し
、
大
正
五
半
に
至
つ
て
始
め
ぜ
開
始
せ
ら
れ
た
の
で
ぁ
る
。
而
し
て
明
治
四
十
四
年
のH

場
法
に
對
し
て
は
內 

外
^

i

勢
に
動
か
さ
れ
た
を
結
果
大
IH

十
二
郎
に
一
部
の
改
正
が
，行
は
れ
、
大
芷
十
五
年
ょ
ぅ
施
行
せ
ら
れ

て

ゐ

る

。
 

之
^

我
國
の
現
行
工
場
法
規

f

お

る
。
：：

；
ド

；

；
’

ニ
.
.

て
.

.

.

.

兹
に
，紹
介
せ
ん
ミ
す
る
杏
阪
俊
藏
氏
の「

改
正
工
場
法
論」
は
我
國
に
於
け
るH

場
法
の
施
行
當
初
ょ

6

H

場
隘
督 

の
實
務： ^

鞅
攀
し.

現
に
：其
樞

f

る
地
位
に.

在
，る
氏
が
、
過

般
0

改

正

法

の

施:#にt

し

，
て

法

规

の

_

满

に

し

て

®

 

密
な
名
適
用
を
思
ひ
、
立
法.

の
理
由

#

に
規
定
の
解
釋
に
就
て
激
務
の
旁
執
筆
せ
ら
れ
た
も
の
で
ぁ
る
。

著
茬
は
先
づ
第
ー
章
に
：於
て
:[
:
.

場

法

の

意

義

及

，び

本

遛

を

&

»

ひ
、.
社
:#

政.
策
の
，I

手
段
ビ
し
て
勞
-«

法_
,

社
^
 

浓
制
、
潇
業_

制
ビ
#;

せ
ら
$

、

ー

園

の

法

令
0,
:.
生

れ

：た̂>:
,

所
以
"

H
#

法_

る
法
令
の一

に
し
て
、
X

業
勞
爾

垂

I
I
1

•I
I

1

:::

I
1

::

|

I
議
I

1
I
II 
；d 
/

M
k\r

K'

t ，へ

i

!?■

i!
i'

I

I

:.

問
題
0_

解
決
を
目
的
ど
し
、
エ
場
勞
働
の
勞
働
者
に
及
ぼ
す
害
惡
を
防
止
せ
ん
於
爲
!:,

、
公
益
的
見
'1&

ょ
6

1

«
®
 

:

係
に
干
渉
し
、
工
業
主
の
國
家
，に
對
す
る
義
務
を
规
定
す
る
，XV」：

を
明
に.
し
：、.
次
^

1

今
エ_
場
法
に
黄
狹
0

ー
一
義
あ 

り

、

狹

義

に

於

ズ

は

エ

場

勞

働

者

の

保

誰

法

な

れ

ざ

も

、
：
廣

義

に

於

て

，
は

勞

働

保

雜

法

規

の

意

，に

用

ひ

ら

，
る

>
こ
ざ 

に
雷
及
し
、
«

主
の
«

害
に
於
て
勞
働
者
に
利
益.
を
與
ふ
る
も
0

な
り
€

の

誤

解

を

：；

|
_

し

、
X

場

法.
は

獨6

勞

働 

:#,

U

M

S

を.
與.
へ

て

靡

生

を
^

し
め
る
も
の
に
‘

非
す
、
全
國
國
民
の
刺
益
■
の
爲
に
行
は.
る
、
)HI

:
#
改
鼓
の
一
で
あ
る 

ビ
結
む
で
ゐ
る
。
 

.

.

®
:
1 

i
r

に
於
て
、Iは1

丨̂
#'

鉍
の
^

苹
を
取
®

ひ
、
エ
場
级
の
濫
滕
は
&

代
エ
業
の
發
祥
地
た
る
ィ
、ギ
リ
ス
に
あ.
る
T」 

ど
1

6

、
现
在
の
工
場
法
に
ィ
ギ
y

ス_

系
、
ス
ィ
ス
法
系
、
フ
ラ
シ
ス
法.
系
' 

日

本

法

系

の

四

大

系

の

存

す

，る

こ
ぐ
し 

に
及
び
、
ィ
ギ
ジ
ス
、
：フ
>

ン
, .

ス
、
ド
ィ
ッ
、

ス
ィ
ス
其
他
の
；n

l

ロ
ッ
パ
諸«

及
び
ィ
ン
ド
、
支
那
、
ぺ
ル
シ
-ァ
筹 

勿̂

:

諸
國S

.

立
法
に
就
：て
槪
說
を
試
み
、
，尙
節
を
分
ち
て
我
國
に
於
け
る
エ
«

法
制
定
0.

沿
摩
を
略
述
じ
>

I]
))治 

。，
十
㈣

弈
の
エ
場
臂
火
疋
吁
ニ
年
の
改
龙
エ
場
法
せ
の
間
^

.

:^

る」
>

 

ど
、
前
者
が
產
業
、政
策

g

な
う
し
に
反
，し
後
者#

著
し
ぐ
社
會
政
，策'
的

-

^

な
：う
、
又
：國
內
的
ょ
シ
國
際
_

に 

移
り
し
こV

J
,

を
^

け

て
^ )

る
。

 

：

.

第
三.

章
に
於.

て.

は
3 :

場
法
の
:«

系
；に
就.

て
論
じ
、
我
國
の̂

8

保
議
法
は
エ
場
、
鑛
業
、
船
員
の
三
法
系
に
分
類 

し
得
る
こ
ビ
、

而
し
：て

11
:
.

場
法
规
：は

形

式

ょ
0

論

中

れ
ぼ
法#

飞
B

令
ノ
省
令

’

.

廳
府
縣
命
の
種
々
の
形
式
あ
う
、 

內
容
ょ
り
論
^
办
ば
適
用
: «

圍
に
關
す
石
规
定
.>

少
部
及
び
女
子
の
保
摩
に
關
す
る
规.

定

、
：操
業
保

_

.

に
脑
す
.る
规 

宠
へ
災
害
賠
償
に
關
す
，；る«

定
"

契
約
保
議
に
蘭
す.

る
：规
定
、
監
督
及
び
制_

に
關
す
る
規
定
の
：六
つ
の
部
分
に
大 

別
し
将
务
こ
€
を
述.

ベ
、
次
^
是
等
六
つ
の
部
分
に
關
す
る
法
規
の
槪
耍
を
叙
し
、
後
段
芥
眾
に
故
け
る
雜
» ;

な
る 

論
述
の
總
論
ど
し
て
ゐ
る,

筇
二
十I

f

ハ■

を

新

■
黎
 

一
f
i



竺

十

i

卷

i

紹
介 

籍
s

'

1

四1
1

 

,

^

四.

章
;^

於
：て
；
は
：前

述

の

六

つ

の

部

分

の

第

一

に

擧

げ

た

る

玉

場

法

の

適

用

範

圍

を

取

极

ふ

の

で

ぁ

.る
が

、

先
づ 

第

一
.

節
に
リ
當
局
必
示

.

：
せ

る

汰

體

：：

の.

■

禅4

1

«
親

去

女

承

け

允
^

*

の
養
義
嚴
び
顧
谓
に

'

就
1

て
疑
問
育
な

.る
：：

ベ
：
き

點
 

羞

顧

靡
^

、一 W

に
*

し

吖

賴_

_

_

明

を

試

み

、

次

ま

證

：節

：證

藤

姝

適

用

め

檫

準

を

論

令

る

節

{ :

於
. 

S

、
新5

規
の_

を

鹽
■

、.

エ
：場

囊

行

令

箜

一

倏

に

«

々
：養

響

辔0 :.

篇

：類
は
淳
な
：る
列
擧
に
：
 

-I
H

ゆ
す一

々
に

;^
%

笳
常
な
：る

«

說
を

: »

へ
、'

尙
萆
屈
に
は
カ
並
十

1 

ニ
；年$

1

月
現
雄

0

^

場
法

0

逾
« 1

を
聋
く
る 

エ
場
數
及
び

«

エ
數.

に
獅
す
：る
：*

針
を
揭
げ
て
ゐ
る

"

：
：<
;

:

'
 

>

.

第
宄
寧
に
於
て
は
少
，年
及
び
女
，子
の
保
護
を
論
述
す
る
の

で

ぁ

る
，か
、

.

第
一
節
の
總

.

說
に
は'

少
年
保
護
の
根
據
、 

少
年
の
施
风^

字̂

纖
0

,*
»

*

成.

年
男'^
保
譴
め;#
要̂

叙
課
じ
、

_

;̂

少
年
者
の

.

發»

^

的

#

;«
ゼ

；
勞

働

：
ミ

；
の
_

郁

に

：就

て

內

身

の

»

査

^

涉

獵

.

^

1
笫

ナ

ー

節

.の
 

年

靡

：蚀

：の

:f t
定

の

解

*

を

主

2

丄

、

' *
鄭

に

關

^

る

廣

國

の

_立

_

例

せ

齒

照

し

、

::
'

狗

®

^

^

^

一
魔
表̂

揭
げ
フ
列

®

, 0

大
勢.

の
说
較
研
究
に
資
し
て
; *

々
。::

'■:

而
しV

.

馆
三
飾
：の
待
問
制
限
に
就
て
：は

先

づ

時

問

制

.

限

0

.根

し

て

'ァ

メ

リ

ヵ

I

P
 

ィ

ギ

リ

_ス

::
0

'
マ
，
コ

|

レ
丨
、ス
タ
ン
レ

1̂
、

ヶ

':
-
ン
：

.ト

の

主

張

を

ニ

瞥

“

し

、

间

間

制

限

：
が

：必

^

#

し̂

^

產

の
滅

少

を
_

來

さ

.，

》

：る

第

例

ミ:^ .

て.

、「

ィ
ギ
リ
ス
、
ド
ィ
ッ
、
ァ
メ
ッ
カ
、
日
本
の 

•

諸
國
に
於
け
る
報
吿
を
要
約
し
、
次
で
時
問
制
限
に
關
す
る
我
國
の
旅
則
及
び
例
外
規
定
を
詳
細
に
說
明
し
、
各
國 

に
於
け
る
時

S

 

5

表
を
附
錄

£

へ
第
四
節
に
は
休
日

®

休
撤
時
間
に
就
て
龠
単
な
る
讓
を
な
し
て
ゐ
る
。
 

次
に
第
五
節
に
於
て
は
夜
業
を
取
扱.

ひ
、
衛
及

±

;^

於.

け
.

る
與
佛

#

を
述

”

べ
、
紡
鐵
業

0

徹
截
業
ヒ
體.

重
ど
の
_
係 

に
關
す
る
農
商
務
猎
の
調
查
を̂

测

く

我

國

に

於

て

も

夙

^

識

者

め

夜

樂

廢

业

を

主

張

す

る

も

叹

ぁ

ぅ

し

も

紡

級 

業
者
の
反
對
に
遭
ひ
て
、
舊
エ
場
法
に
夜
業
禁
北
の
規
定
を
設
け
た
れ

r
.

も
舞
め
，て_

長_

0

猶
豫
期
間
を

1
:

き.

遂
：に 

X

%

法
を
1 ,

て
;#

救
立.

法V

呼
稱
せ
：し
む
る.

に
莲

i

し
-

ざ
，
改
4 £

エ

.«

法
は

«

1

^

« ;

す

，
る

時

間

を

：延

長

し

、

猶

：
-

豫
期
間
を
短
縮
し
た
る
こ

S

を
述
ベ

'

？
次
で
夜
業
禁
J b

の
結
果
幾
何
の
生
產
能
力
の
減
少
を
來
す
炉
に
就
ズ
|>
#

々
，
 

の
場
合
を

*

し
て
論
斷

3

、
尙
舊
規
定
の
相
異
を
明
は
し
、
最
後
に
鑛
山
に
於
对
る
女
乎
及
び
少
苹
勞
働
考
の
夜
業 

に
：關
す
る
保
護
规
定

0
:

不
備
に
論
及
し
、

.

之
は
社
會
政
策
上
武
招
考
處
を
耍
す
る

4

ど
で

*

る
S

戒
め
て
同
節
を
終 

$

、
：第
六
節
に.

は
業
務
制
限
は
就
て
記
し

"

我
國
( 5

於
て.

風
紀
上

®

理
由
に
*
{
就
業
禁
北
の
親
定
の
存
せ
ざ
る
は 

H

:©

法
の

1

觖
陷

^

ぁ
ら
ぅ
ミ
結
ん
で
ゐ
る
。
ス

:
,

第
六
章
に*

-

て
は
母
性
及
踩
病
者
の
保
議
を
論

.

す
る
の
で
ぁ
る
が
、
第
，ー
：郁
に
は
母
性
保

_

は
姙
婦
の
保
議
、
產 

婦
の
猓■

•■
»

原
の
保
鱗
の
，

1
1

箸
に
分
た
る
る
こ
氣

i

も̂

產
湔
休
業
ど
屏̂

ど
の.

關
係
を
示
：し
、
：

.

.

舊
0 1

場
法
は

地

點

；に
就
て
何
等
の

_

餵

護

规

定.«
か̂

し
も
、;:

;;

改
曝
エ.

«

靈
定
を
追
加
せ
：る.
.
rj:

今
產
婦
0

保
護.
に
就
て
は
改
正
法
の
休
業_

間
の.
.
延
長
は
^

«

險
法
に
：ょ
：多

て

翁

あ

る̂
;

次_

淹
論
出
、''
'
:

第
这
鄭
に
は
病
者_

 

一
 

0

S

B

S

るW

同

時
U

他
面
也 

の
教
康
な：

る#

働

者
' 0
:#

娥
衣
る.

こ
：ミ
を«

.

に
;1.

、
滅

.

行
«

則
の
親
淀
を
說W

し

て

塞

を

終

つ

：て
ゐる
。
ハ
 

-

第
^

軍
ヤ
於
て
は̂

难
保
課
を

識

ま'^
で̂

る
郝
"

'
 

其
總
谦
に：

於
巧
A *

正
十
一
平
の̂

場
法.

第
十

1
1|

味
に

*

<
1 

命

令

養
- 0

:

篇

、
^

茈
+

: $

奪

廣

宿

舍

淑_

:-
0

:^
' *

を
週
漱
含
ー
は
、
未
だ
何
れ
名
確
定
公
布
を
見
.る
に
至
ら

^

 

第
三
，節

に

は

黄

燐

；マ

.

ッ
■
チ
製
造
禁
止
せ

傷
病
及
び

 
I
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叙
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潘
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迸
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